
『
橋
の
意
味
す
る
も
の 

』

　
橋
は
境
界
で
あ
る
。
広
重
の
江
戸
名
所
百
景

に
は
、
よ
く
太
鼓
橋
が
出
て
く
る
。
人
が
通
れ

な
い
ほ
ど
半
円
形
に
湾
曲
し
て
い
る
。
大
阪
の

住
吉
大
社
は
さ
ら
に
急
カ
ー
ブ
。
鶴
岡
八
幡
宮

も
白
河
の
鹿
嶋
神
社
も
容
易
に
渡
れ
な
い
。
渡

る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

太
鼓
橋
は
人
と
神
の
世
界
を
分
け
て
い
る
。
だ

か
ら
神
社
の
入
口
に
置
か
れ
る
。

　
橋
を
渡
る
こ
と
は
別
の
世
界
へ
の
旅
立
ち
に

な
る
。
東
海
道
五
十
三
次
が
、
江
戸
日
本
橋
に

始
ま
り
、
京
の
三
条
大
橋
で
終
わ
る
の
は
、
決

し
て
偶
然
で
は
な
い
。
別
の
世
界
と
は
、
日
常

性
を
超
え
た
も
の
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
異い

ぎ
ょ
う形
の

者
と
出
会
う
場
と
な
る
。
牛
若
丸
が
荒
法
師
弁

慶
と
会
う
の
が
、
寺
で
は
な
く
、
五
条
大
橋
な

の
も
こ
れ
を
暗
示
し
て
い
る
。

　
近
松
門
左
衛
門
の
傑
作
の
「
心し

ん
じ
ゅ
う
て
ん
の
あ
み
じ
ま

中
天
網
島
」。

義
理
と
愛
に
縛
ら
れ
た
治じ

へ

え

兵
衛
と
小
春
の
道
行

き
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
が
、
名
残
り
の
「
橋
づ

く
し
」。
天
神
橋
、
梅
田
橋
、
天て

ん
ま
ば
し

満
橋
・
・
・
。

ひ
と
つ
橋
を
渡
る
た
び
冥め

い
ど土
に
近
づ
く
。
山
の

端
が
白
く
な
る
頃
、
終し

ゅ
う
え
ん焉
の
地
網
島
へ
。
橋
は

生
と
死
の
境
界
に
な
る
。

　

橋
は
出
会
い
と
別
れ
の
場
。
藤ふ

じ
さ
わ沢
周し

ゅ
う
へ
い平
に

「
橋
も
の
が
た
り
」
と
い
う
短
編
が
あ
る
。

様
々
な
人
が
、
行
き
交
う
江
戸
の
橋
を
舞
台
と

し
て
、
男
と
女
の
出
会
い
と
別
れ
が
描
か
れ
る
。

町
の
様
子
や
、
懸
命
に
生
き
る
市し

せ
い井
の
人
々
の

喜
怒
哀
楽
が
、
い
き
い
き
し
て
い
る
。
ま
る
で

そ
の
時
代
に
入
り
込
ん
だ
よ
う
だ
。

　
家
が
倒
れ
た
。
道
が
壊
れ
た
。
城
が
崩
れ
た
。

熊
本
地
震
に
胸
が
え
ぐ
ら
れ
る
。
特
に
熊
本
城

の
被
害
は
気
が
遠
く
な
る
ほ
ど
。
熊
本
市
や
マ

ス
コ
ミ
か
ら
、
小
峰
城
復
旧
の
問
い
合
わ
せ
が

相
次
ぐ
。
震
災
後
、
私
た
ち
は
手
探
り
の
中
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
壁
を
乗
り
越
え
、
知
見
を
蓄
え

て
き
た
。
城
は
誇
り
と
文
化
の
象
徴
。
だ
か
ら

こ
そ
、
時
間
と
労
力
を
か
け
、
じ
っ
く
り
取
り

組
む
よ
う
、
本
市
の
体
験
を
伝
え
た
い
。

　
橋
の
崩
落
に
も
息
を
の
ん
だ
。
橋
は
人
を
運

び
、
荷
を
運
び
、
情
報
を
運
ぶ
。
急き

ゅ
う
し
ゅ
ん峻
な
地
形

の
日
本
に
は
河
川
が
多
い
。
海
上
に
は
米
粒
の

よ
う
な
島
が
連
な
る
。
こ
れ
を
つ
な
ぐ
橋
は
、

暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
。
一
日
も
早
い
再
建
を

切
望
す
る
。

　
一
方
、
橋
に
は
文
化
的
意
味
が
あ
る
。
此し

が
ん岸

と
彼ひ

が
ん岸
の
異
質
な
世
界
を
つ
な
ぐ
。
何
か
が
出

会
い
何
か
が
生
ま
れ
る
。
古
代
か
ら
「
は
し
」

と
い
う
言
葉
は
あ
る
。
橋
・
梯
・
端
・
箸
の
漢

字
が
あ
て
ら
れ
た
。
梯
は
神
と
人
を
縦
に
結
び
、

橋
は
人
と
人
を
水
平
に
結
ぶ
。
箸
は
食
と
口
の

間
を
渡
す
。
端
は
出
入
り
口
。
人
と
人
、
時
間

と
場
所
の
隔
た
り
を
表
わ
す
間
を
「
は
し
」
と

読
む
説
も
あ
る
。
橋
は
、
宗
教
・
美
術
・
文
学

と
深
く
関
わ
り
合
っ
て
い
る
。

　
橋
は
造
形
美
の
象
徴
。
京
都
の
渡と

げ
つ
き
ょ
う

月
橋
。
曇

り
が
な
い
夜
空
に
、
月
が
さ
な
が
ら
、
橋
を
渡

る
よ
う
に
見
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
ゆ
っ
た

り
し
た
桂
川
の
流
れ
。
桜
・
紅
葉
と
季
節
ご
と

に
見
事
な
色
を
織
り
な
す
嵐
山
。
こ
の
橋
は
景

勝
地
の
風
景
の
ひ
と
つ
に
納
ま
り
、
自
ら
を
誇

示
し
て
い
な
い
。
黄
金
分
割
に
な
っ
て
い
る
嵐

山
と
渡
月
橋
は
、
美
し
さ
が
際
立
つ
。

　
岩
国
の
錦き

ん
た
い
き
ょ
う

帯
橋
。
清
流
錦
川
に
か
か
る
五
連

の
木
造
ア
ー
チ
橋
は
、
大
き
く
美
し
い
。
上
は

頑
丈
な
組
木
、
下
は
堅
固
な
石
垣
積
み
。
城
を

造
る
気
概
と
技
術
の
粋
を
こ
ら
し
た
。
河
原
か

ら
見
る
と
空
に
虹
が
架
か
っ
た
よ
う
。
ま
わ
り

の
景
観
を
従
え
、
堂
々
と
し
て
い
る
。

　
心
に
残
る
橋
も
あ
る
。
面
影
橋
。
都
内
で
唯

一
残
る
路
面
電
車
の
、
早
稲
田
駅
に
ほ
ど
近
い
。

神
田
川
に
か
か
る
小
さ
く
特
徴
の
な
い
橋
。
だ

が
懐
か
し
い
チ
ン
チ
ン
電
車
の
風
景
と
音
。
甘

く
切
な
い
南
こ
う
せ
つ
の
「
神
田
川
」
の
世
界
。

こ
れ
ら
が
交
じ
り
合
い
、
叙
情
的
な
雰
囲
気
を

醸
し
出
し
て
い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
橋
。
目
黒
と
恵
比
寿
の
間
の
跨
線

橋
。
米
国
万
博
で
展
示
さ
れ
た
橋
を
買
い
取
り

架
設
し
た
。
何
の
変
哲
も
な
い
。
そ
れ
が
山
口

洋
子
の
詩
で
ド
ラ
マ
に
な
る
。
か
つ
て
の
恋
仲

が
偶
然
再
会
す
る
。
青
春
の
ひ
と
時
を
思
い
起

こ
す
が
、
元
に
戻
る
に
は
時
が
た
ち
過
ぎ
て
い

る
。
昼
と
夜
が
交
わ
る
黄た

そ
が
れ昏
時
。
未
練
を
振
り

切
る
よ
う
、
コ
ー
ト
の
衿
を
立
て
橋
を
渡
る
。

神
田
川
も
ア
メ
リ
カ
橋
も
、
私
の
好
き
な
曲
だ
。
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